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 概要      

4D View Pro について  

4D View Pro はスプレッドシート機能とリスト表示に関連した先進的な機能のセットを提供します。4D View Pro は
4D ユーザーに、旧式の4D View 製品機能の一部に対する現代的で統合された代替を提供します。 
4D View Pro は二つの部分から構成されます:

行の高さをデベロッパーが完全にコントロールすることを可能とする先進的なリストボックス機能のセット
デベロッパーがフォームにスプレッドシートを埋め込むことを可能とするコンポーネントと4D フォームエリア
(4D v16 R4ではプレビュー)

インストールと有効化  

旧式の4D View 製品とは異なり、4D View Pro 機能は4D 自身に直接含まれているので、配布と管理が簡単になりま
す。改めて追加でインストールするものは何もありません。 
しかしながら、4D View Pro は4D View と同じライセンスを必要とします。これらの機能を使用するためには、アプ
リケーション内にそのライセンスをインストールしておく必要があります。4D Viewライセンスがインストールされて
いない場合、4D View Pro 機能を必要とするオブジェクトのコンテンツ(リストボックスあるいは4D View Pro エリ
ア)はランタイムでは表示されず、エラーメッセージだけが表示されます。

4D View Pro ライセンスがない状態で4D View Pro 機能を使用するリストボックスを表示した場合: 

4D View Pro ライセンスがない状態で4D View Pro スプレッドシートエリアを表示した場合: 



 



 リストボックスの先進的な機能      

 

概要 の章で説明があるように、4D View Pro は先進的なリストボックス機能のセットからできています。これらのリ
ストボックス機能には以下のようなものが含まれます:

リストボックスカラムに割り当てられたオブジェクト配列: 

 

詳細な情報については、カラム内でのオブジェクト配列の使用(4D View Pro) のページを参照してください。

リストボックス内の可変行高コントロール: 

 

この機能は以下の要素に基づいています: 
行高さ配列 プロパティ
LISTBOX Get row height および LISTBOX SET ROW HEIGHT コマンド
LISTBOX Get array および LISTBOX SET ARRAY コマンドのlk row height array 定数 
詳細な情報については、4D ドキュメントを参照してください。

自動可変行高: 

 

この機能は以下のものに基づいています:
自動行高 プロパティ(リストボックスレベルおよびカラムレベルに対して利用可能)
LISTBOX SET PROPERTY および LISTBOX Get property コマンドのlk auto row height 定数
高さの境界線を定義するためのLISTBOX SET AUTO ROW HEIGHT および LISTBOX Get auto row
heightコマンド 
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詳細な情報については4Dドキュメントを参照してください。

 



 4D View Pro エリアを定義する      

概要  

4D View Pro を使用すると、4D フォーム内にスプレッドシートエリアを挿入・表示できるようになります。スプレッ
ドシートとはセルのグリッドを格納したアプリケーションのことで、これらのセルに情報を入力したり、計算を実行さ
せたり、あるいはピクチャーを表示するということができます。 
フォーム内で4D View Pro エリアを使用すると、4D View Pro コマンドを使用してスプレッドシートドキュメントを
読み込んだり書き出したりすることができます。
互換性: 4D View Pro エリアは32‒bit 版の4D では使用できません。

エリアの作成  

4D View Pro ドキュメントは4D View Pro という名前の4D フォームオブジェクト内にて表示され、手動で編集され
ます。このオブジェクトはオブジェクトバーの最後のツール(プラグインエリア、Webエリア、等)の中の一部として含
まれています。

4D View Pro フォームエリはプロパティリスト内にある標準のプロパティを利用して設定することが可能です。例え
ば、オブジェクト名、変数あるいは式、座標、表示、動作、イベントなどです。

オブジェクト名: 4D View Pro ドキュメントを格納して表示する4D フォームエリアの名前
変数あるいは式: 4D View Pro フォームエリア変数。

フォームが実行されると、4D View Pro エリアはデフォルトでスプレッドシートを表示します:



 



 4D View Pro エリアを使用する      

概要  

フォーム内で実行されると、4D View Pro エリアはセル編集や式入力などを含む、基本的なスプレッドシート機能を提
供します。より先進的な機能は、4D View Pro ランゲージを使用することで利用可能です。

セレクション、入力、およびナビゲージョンの基本  

スプレッドシートは行と列から構成されています。各行には番号が割り当てられています。各列には文字(あるいはア
ルファベットの文字数を超えた場合には文字のグループ)が割り当てられています。行と列の交差する場所がセルにな
ります。セルは選択し、そのコンテンツを編集することができます。

セレクション  

セルを選択するには、単にセルをクリックするか、キーボードの矢印キーを使用します。その中身(あるいは式)が
セルの中に表示されます。
複数の連続したセルを選択するためには、マウスをセレクションの端から端へとドラッグします。あるいはShift
キーを押しながらセレクションの二つの端をクリックすることでも選択可能です。
スプレッドシート内にあるすべてのセルを選択するためには、エリアの左上端にある  のセルをクリッ
クします。
列全体を選択するためには、対応する文字(あるいは文字セット)をクリックします。
行全体を選択するためには、対応する数字をクリックします。
連続していないセルのグループを選択するためには、Ctrlキー(Windows)あるいはCommandキー(Mac)を押し
ながら、選択したいセルをそれぞれ選択します。
セルの選択を解除するためには、スプレッドシート内のどこかをクリックすれば選択解除されます。

入力とナビゲーション  
セルをダブルクリックすると、その対応するセルの入力モードへと入ることができます。セルが空でない場合、挿入カ
ーソルはセルのコンテンツの最後に置かれます。 

データはセルが選択されていれば、たとえ挿入カーソルが非表示であっても直接入力することができます。その場合、
入力した内容はセルのコンテンツを上書きします。
Tabキーはセルの内容を確定し、一つ右のセルを選択します。Shift + Tab キーの組み合わせで、セル入力を確定した
後一つ左のセルを選択します。
キャリッジリターンキーはセルの入力を確定し、一つ下のセルを選択します。Shift + キャリッジリターンキーの組み
合わせで、セル入力を確定したあと一つ上のセルを選択します。
方向キー(矢印)を使用すると、矢印の方向へとセルの選択を移動することができます。

式、関数、あるいは参照の入力  

4D View Pro エリアに式や関数を入力する方法:

1. 式や関数を入力するセルを選択します。
2. =(イコール記号)を入力します。



3. 式を入力します。 
あるいは 
セルをクリックし、式の中にセルの参照を入力します。 

 

あるいは 
入力したい関数の最初の文字を入力します。すると利用可能な関数と参照の一覧のポップアップメニューが表示
されるので、必要な要素を選択することができます: 

コンテキストメニュー  

4D View Pro エリアでは、コピー/ペーストといた標準編集機能だけでなく、基本的なスプレッドシート機能も備えて
いる自動コンテキストメニューを利用することができます:

注: コンテキストメニューのコピー/カット/ペースト機能はスプレッドシートエリア内のみで動作し、システムのペー
ストボードへはアクセスしません。しかしながらCtrl+c/Ctrl+v といったシステムショートカットは動作し、エリアと
他のアプリケーション間でデータを交換するために使用することは可能です。
このメニューは、クリックしたエリアに応じて、追加の機能を提示します:

カラム、あるいは行ヘッダーをクリックした場合: コンテンツの挿入、削除、非表示、再表示
セルあるいはセルのレンジへのクリック:  

フィルター: フィルターを使用して行を非表示にします(SpreadJS ドキュメントのFiltering rows を参照し
てください)
並べ替え: カラムのコンテンツを並べ替えします
コメントを挿入: エリアに対するユーザーのコメントを受け付けます。エリアに対してコメントが入力され
ている場合、エリアの左上のセルに小さな赤い三角形が表示されます: 

 

http://help.grapecity.com/spread/SpreadSheets11/webframe.html#filter.html


 4D View ドキュメントの変換  

 

VP Convert from 4D View コマンドを使用することで、4D View ドキュメントを4D View Pro エリアへと変換す
ることができます。4D View ドキュメントに保存されているほとんどの情報とプロパティ(フォーマット、スタイル、
境界線、値、フォーミュラ、セレクション、ズーム、等を含む)は自動的に変換されます。基本的に、変換された4D
View ドキュメントは4D View エリアでレンダリングされていたのと全く同じように4D View Pro エリア内にレンダリ
ングされます:
元の4D View ドキュメント: 

4D View Pro エリアに変換されたドキュメント 

変換されたドキュメントがオリジナルと可能な限り同じ状態を維持できる様につとめてはいますが、一部の機能につい
ては正常にレンダリングされない可能性があります。これらの機能については以下の の段落にて詳細な説明がありま
す。

file:///4Dv17/4D/17/#command_60


変換プロセス  

注: 4D View ドキュメントの変換機能は、お客様からの声に基づいて日々改善の途中です。たとえ変換がうまくいった
としても、そのあとも元の4D View BLOB、あるいはドキュメントのコピーを保存しておくことが強く推奨されます。
4D View プラグインドキュメントの現在の状況においては、変換プロセスのためには以下の手順を踏んでいただく必要
があります。

1. 4D View ドキュメント(.4pv)をBLOBへと読み込みます: 
注: 4D View ドキュメントがすでにBLOB フィールドに保存されている場合、手順2へおすすみ下さい。 

 ����������������
 ����������������������������������������

2. 4D View ドキュメントを格納したBLOBでVP Convert from 4D View を呼び出します: 

 �����������������
 ����������������������������������������

3. できたオブジェクトを4D View Pro エリアフォームオブジェクト、あるいは4D View Pro ドキュメントに割り当
て、その結果をみます。 

 ���������������������������������������������

 

変換の詳細  

file:///4Dv17/4D/17/#command_60
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機
能

変換ステータス 補足

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
属
性

ドキュメントの表示属性は変換されます: 選択され
たセル、ズーム、グリッドの表示

ドキュメント情報は変換されます: バージョン、題
名、執筆者、会社、注釈、作成日および変更日

カ
ラ
ム
と
行

定義されたカラムと行は全てオリジナルのサイズ
で変換されます。

カラムと行のヘッダーは制約なしに変換されま
す。

枠
線

枠線は太さとカラーが変換されます。グリッドの
表示設定も変換されます。

4D View Pro では一つのシングルバーの枠線と、一つの
ダブルバーの枠線のみが利用可能です。シングルバーの
枠線はオリジナルと同じ様に変換されますが、ダブルバ
ーの枠線はどれも4D View Proのダブルバーモデルへと
変換されます。

ス
プ
リ
ッ
タ
ー

現在は変換されません

ス
タ
イ
ル
と
フ
ォ
ン
ト

スタイルとスタイルシートは変換されます。条件
付きスタイルはサポートされていません。

廃止予定のテキストスタイル(i.e. 影付き、コンデンス
ド、など)およびQuickDraw フォントは変換されませ
ん。

回転スタイル(角度付きテキスト)は現在は変換さ
れません。

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
セ
ル
名

セルフォーマットは似たレンダリングを持つ利用
可能なフォーマットへと変換されます。全てのデ
ータ型フォーマットがサポートされます: テキス
ト、数値、日付と時間、ブール、ピクチャー。セ
ル名は変換されます

フォーマットの変換は一部のドキュメントでは予期せぬ
結果を生むことがあります。なぜならフォーマットは時
にシステム設定に依存していて(例: 浮動小数点など)、
全体的あるいは個別に定義されているからです。



ユーザー定義の4D フォーマット("|"で始まるも
の) は現在は変換されません。
PV SET CELL CONTROL で作成されたコントロー
ル(ボタン/ラジオボタン/チェックボックス/ドロッ
プダウン/コンボボックス)は現在はサポートされ
ていません。

ピ
ク
チ
ャ
ー

ピクチャーはサポートされますが、変換には一部
制約がつきます

4D View ピクチャーは複数のコーデックを内包すること
ができましたが、現在は廃止予定となっています。変換
されたピクチャーはhtmlレンダリングに最適なコーデッ
ク(svg、png、jpeg、gif)のみが保持され、base64で保
存されます。

トランケート(中央合わせ)/繰り返しフォーマット
のピクチャーは現在は変換されません。

背景画像は各ページにおいて繰り返されることはありま
せん(この概念は4D View Proには存在しません)。

印
刷

現在はサポートされていません
4D View ドキュメント内で定義された印刷オプションと
印刷設定は変換されます。

動
的
な
リ
ン
ク

フィールドまたは変数にリンクされたセルまたは
カラムは、現在はサポートされていません。

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

フォーミュラは変換されますが、4D コマンド、メ
ソッド、変数またはフィールドへの参照は、現在
はサポートされていません。



 4D View Pro フォーミュラ      

概要  

4D View Pro ファンクションはフォーミュラで使用されます。全ての4D View Pro フォーミュラは値を返す式です。
全ての式はオペランドと演算子から成り立っています:

演算子: 定数と演算子 を参照してください。
オペランドは、いくつかのカテゴリーに分けられます: 

値
他のセルへの参照(相対参照、絶対参照、ミックス参照、あるいは名前での参照)
4D 変数、フィールド、ファンクション
4D View Pro ファンクション

フォーミュラを入力するには、以下のようにします:

1. フォーミュラあるいはファンクションを入力セルを選択します。
2. = (イコール記号)を入力します。
3. フォーミュラを入力し、Enter キーを入力します。

4D View Pro ではたくさんのファンクションを使用することができます。このセクションではファンクションのうち、
必要不可欠なものだけをまとめた一覧を提供します。4D View Pro によってサポートされるファンクションの一覧全体
は、Spreadsheets documentation にまとめられています。

 

 定数と演算子  
 セル参照  
 4D View プラグインフォーミュラの変換  
 ABS  
 ACOS  
 AND  
 ASIN  
 ATAN  
 AVERAGE  
 COLUMNLETTER  
 COS  
 COUNTA  
 EXP  
 FALSE  
 FINDCELL  
 FV  
 IF  
 INDIRECT  
 ISBLANK  
 LEN  
 LN  
 LOOKUP  
 MAX  

file:///4Dv17/4D/17/#command_9
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 MID  
 MIN  
 NOT  
 NOW  
 NPER  
 OR  
 PI  
 PMT  
 PV  
 RAND  
 RATE  
 ROUND  
 ROW  
 SIN  
 SQRT  
 STDEV.P  
 SUBSTITUTE  
 SUM  
 TAN  
 TEXT  
 TODAY  
 TRUE  
 TYPE  
 VAR.P  



 定数と演算子  

データの型ごとの演算子  

4D View Pro は5つのデータの型をサポートします。それぞれのデータ型について、特定の定数と演算子がサポートさ
れます。
データ型 定数 演算子

数値

1.2
1.2 E3
1.2E‒3
10.3x

+ (加法)
‒ (減法)
* (乗法)
/ (除法)
^ (べき乗、数値を何回自身にかけるか)
% (パーセント ‒‒ 演算子の前の数値を100で割る)

日付 10/24/2017

+ (日付 + 日数 ‒> 日付)
+ (日付 + 時間 ‒> 日付 + その日の時間)
‒ (日付 ‒ 日数 ‒> 日付)
‒ (日付 ‒ 日付 ‒> 2つの日付間の日数)

時間 10:12:10

経過時間演算子:
+ (加法)
‒ (減法)
* (経過時間 * 数値 ‒> 経過時間)
/ (経過時間 / 数値 ‒> 経過時間)

文字列 'Sophie' あるいは "Sophie" & (連結)

ブール TRUE あるいは FALSE ‒

比較演算子  

同じ型の二つのオペランドに対して以下の演算子を使用することができます:
演算子 比較
= 等しい
<> 異なる
> 大きい
< 未満
>= 以上
<= 以下

演算子優先順位  

以下の表は演算子を優先度順に並べたものです(優先度が高い方が上):



演算子 詳細
() カッコ (グループ化)
‒ 否定
+ 追加
% パーセント
^ べき乗
* and / 乗法と除法
+ and ‒ 加法と減法
& 連結
=  > < >= <= <> 比較

式内でのオペランド優先順位  

二つ以上の異なるオペランドが同じ名前を持つ場合、4D View Pro は以下の順番に沿ってそれぞれの要素の型を決定づ
けます:
優先順位 要素の型
1 セル参照
2 セル名
3 4D View Proファンクション
4 プロジェクトメソッド
5 4Dコマンド
6 変数



 セル参照  

 

式の中では、他のセルにセルアドレスで参照をします。こういった式を他のセルにコピーすることも可能です。例え
ば、C8に入力された以下の式では、その上2つに入力された値を足して結果を表示します。 
= C6 + C7 
この式は常にセルC6とC7を参照します。つまり、4D View Proは式内で使用する値として他のセルにある中身を参照
するように指示されるということです。
こういった式を新しい場所にコピーあるいは移動させた場合、式内のそれぞれのセルアドレスは、入力の仕方に応じて
変化するかそのまま止まるかします。

参照が変わるものは相対参照と呼ばれ、式が入っているセルからどれだけ上下左右に離れているかでセルを参照
します。
常に特定のセルを参照するものは絶対参照と呼ばれています。
また、ミックス参照という、特定の行あるいはカラムに固定した参照をするものを作成することもできます。

参照の記法  

セル座標(例えばC5など)のみを使用すると、4D View Proは参照を相対参照として解釈します。文字と数字の前に$(ド
ル)記号を入れることで、参照を絶対参照にすることができます(例：$C$5)。
ドル記号を文字あるいは数字の前だけに入れることで相対参照と絶対参照をミックスすることができます(例：$C5、
C$5など)。ミックス参照を使用すると、行かカラムを絶対参照として指定しながら、もう片方については相対参照させ
ることが可能になります。
素早くかつ正確に絶対参照をする方法としては、セルを命名し、その名前をセルアドレスの場所に使用することです。
命名されたセルへの参照は常に絶対参照になります。
以下の表は異なる記法による効果をまとめたものです:

例
参照のタ
イプ

詳細

C5 相対 参照はセルC5に対して相対的で、参照が最初に使用されたセルの位置によります。
$C$5 絶対 参照は絶対参照です。どこで使用されるかにかかわらず、常にセルC5を参照します。

$C5 ミックス
参照は常にカラムCを参照しますが、行の参照は相対参照で、参照が最初に使用されたセルの
位置によります。

C$5 ミックス
参照は常に5行目を参照しますが、カラムの参照は相対参照で、参照が最初に使用されたセル
の位置によります。

セル
名

絶対 参照は絶対参照です。どこで使用されるかにかかわらず、常に命名されたセルを参照します。



 4D View プラグインフォーミュラの変換  

概要  

4D View ドキュメントの変換 のページにも記載があるように、4D View ブラグインドキュメントの中身とプロパティ
のほとんどは、4D View Pro ドキュメントへと変換することができます。 
フォーミュラもまた変換されます。しかしながら、フォーミュラのランゲージは4D View と4D View Pro で若干異な
ります。変換した結果として3つの場合が考えられます:

4D View の機能(演算子、定数、ファンクション)は4D View Pro のものと完全に同一である: この場合、変換は
ユーザーからは透過です。
4D View の機能は4D View Pro でサポートされているが、異なるファンクションや演算子を使用する: この場
合、自動マッピングが実行されます。
4D View の機能は4D View Pro では部分的にのみサポートされる、あるいはサポートされていない: この場合、
変換されたフォーミュラを想定されるように動くように調整する必要があります。

以下の一覧は、4D View フォーミュラ機能とそれに対応する4D View Pro の機能をまとめたものです。

演算子  

file:///4Dv17/4D/17/#command_7


4D
View

4D View Pro

数値演算子
加法 + +
減法 ‒ ‒
乗法 * *
除法 / /
剰余 \ MOD
商 ÷ TRUNC(a/b)
べき乗 ^ ^
パーセント % %

ブール演算子
AND & AND
OR | OR
Not ∼ NOT

文字列演算子
連結 + &

削除 ‒
SUBSTITUTE、例: "Down Trend"‒"Down" は、SUBSTITUTE("Down
Trend","Down","")で置き換えられます

位置 \
FIND (大文字と小文字を区別する)あるいは SEARCH (大文字と小文字を区別
しない)

日付演算子
日付+日にち‒>日付 + +
日付+時間‒>日付+時間
の日にちのみ

+ +

日付‒日にち‒>日付 ‒ ‒
日付‒日付‒>日数 ‒ ‒

時間演算子
加法 + +
減法 ‒ ‒
乗法 * *
除法 / /

比較演算子
等しい = =
異なる # <>
より大きい > >
より小さい < <
以上 >= >=
以下 <= <=

ファンクション  
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4D View 4D View Pro 補足
Abs ABS

AddToDate DATE
AddToDate(date;years;months;days) は、
DATE(YEAR(date)+years,MONTH(date)+months,DAY(date)+days)で置
き換えられます

date+time TIME DATE(date) + TIME(time)
And AND
ArcCos ACOS
ArcSin ASIN
ArcTan ATAN
Area ‒ n/a (プラグインエリアはありません)
Average AVERAGE
Cell INDIRECT
Column COLUMNLETTER COLUMN は数値を返します(文字は返しません)
Cos COS
Count COUNTA
CurrentDate TODAY
CurrentTime NOW
CVCompound PV CVCompound(1%;5;1000)はPV(1%,5,‒1000)で置き換えられます

CVSimple PV
CVSimple(1%;5;5*1000)はPV(1%,5,,‒1000)で置き換えられます。二つ連
続したカンマに注意してください。

Empty ISBLANK
Eval4D ‒ 現在利用不可
Exp EXP
False FALSE
Find LOOKUP
FindCell FINDCELL
FVCompound FV FVCompound(1%;35;35*1000)はFV(1%,35,‒1000)で置き換えられます

FVSimple FV
FVSimple(12%;35;35*1000)はFV(12%,35,,‒35*1000)で置き換えられま
す。二つの連続したカンマに注意してください。

If IF
Length LEN
Log LN
Max MAX
Min MIN

MonthlyValue PMT
MonthlyValue(10.5%/12,48,6500)はPMT(10.5%/12,48,‒6500)で置き換
えられます。

Not NOT
Or OR

PeriodNumber1 NPER
PeriodNumber1(10.5%/12;166.42;6500)は
NPER(10.5%/12,‒166.42,6500)で置き換えられます。

PeriodNumber2 NPER
PeriodNumber2(10.5%/12,5000,3000)は
NPER(10.5%/12,,3000,‒5000)で置き換えられます。二つの連続したカン
マに注意してください。

Pi PI
Random RAND
Range INDIRECT Range("A1";"A3")はINDIRECT("A1:A3")で置き換えられます。A1とA3の
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間のコロン記号に注意してください。
Rate1 RATE Rate1(5;1000;3000)はRATE(5,‒1000,3000)で置き換えられます。

Rate2 RATE
Rate2(5,6000,2800)はRATE(5,,2800,‒6000)で置き換えられます。二つの
連続したカンマに注意してください。

Rounding ROUND
Row ROW
Sin SIN
SquareRoot SQRT
StdDeviation STDEV.P
String TEXT
SubString MID
Sum SUM
Tan TAN
True TRUE
Type TYPE 4D View Proで返される型は、4D Viewのものとは異なります。
Variance VAR.P
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 ABS 

ABS ( value ) 

引数 型   説明
value  実数, 式 絶対値を返す数値

説明   

ABS ファンクションはvalue 引数で指定した値の絶対値を計算します。value 引数が負の値である場合、正の値が返さ
れます。ファンクションは数値データの値あるいは参照を受け付け、数値データを返します。

例題  
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 ACOS 

ACOS ( value ) 

引数 型   説明
value  実数 アークコサインを求める角度。‒1から+1の間

説明   

ACOS ファンクションはvalue 引数で指定した値となるアークコサインの角度を計算します。value 引数の値は‒1 か
ら+1 の間でなければなりません。
返される角度は0 からPI の間のラジアン単位の角度です。結果を度数に変換するためには、得られた結果に180/PI を
かけます。

例題  
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 AND 

AND ( logicalValue {, logicalValue2 , ... , logicalValueN} ) 

引数 型   説明
logicalValue  ブール, Number, 式 評価する値

説明   

AND ファンクションは全ての引数がtrueであればTRUEを返します。それ以外の場合には、少なくとも一つの引数が
falseの場合にはFALSEを返します。
ファンクションはブール値、数値(0または1)、あるいは論理式(TRUE あるいはFALSE)を最大255個まで受け取ること
ができます。また値を個別に渡すのではなく、単一の配列を指定することもでき、この場合最大で255個までの配列を
指定することができます。logicalValue 引数を式として指定することもできます。

例題  
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 ASIN 

ASIN ( value ) 

引数 型   説明
value  実数 角度の正弦(sin)。‒1から+1の間

説明   

ASIN ファンクションはアークサイン、つまり引数で指定されたつまり、正弦(sin) がvalue 引数で指定された値とな
る角度を返します。このファンクションは数値データを受け付け、数値データを返します。
value 引数には、求めたい角度の正弦を指定します。正弦の値は‒1 から+1 の間でなければなりません。
返される角度はラジアン単位になり、‒PI/2 から PI/2 の間になります。結果を度数に変換するためには、得られた結
果に180/PI をかけます。

例題  
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 ATAN 

ATAN ( value ) 

引数 型   説明
value  実数 角度の正接(tan)。‒1から+1の間

説明   

ATAN ファンクションはアークタンジェントを計算します。つまり、正接(tan) がvalue 引数で指定された値となる角
度を返します。このファンクションは数値データを受け付け、数値データを返します。
value 引数には、求めたい角度の正接を指定します。値は‒1 から+1 の間でなければなりません。
返される角度はラジアン単位になり、‒PI/2 から PI/2 の間になります。結果を度数に変換するためには、得られた結
果に180/PI をかけます。

例題  
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 AVERAGE 

AVERAGE ( value {, value2 , ... , valueN} ) 

引数 型   説明
value  実数, 配列 計算をしたい数値

説明   

AVERAGE ファンクションはvalue 引数の値の平均を計算します。
value 引数には、以下のものを渡すことができます:

実数値あるいは倍調整数値
セルのレンジ、あるいは複数のセルのレンジ

最大で255個まで引数を含めることができます。

例題  
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 COLUMNLETTER 

COLUMNLETTER ( {reference} ) 

引数 型   説明
reference  CellRef セルあるいはセルのレンジ

説明   

COLUMNLETTER ファンクションはreference 引数が参照するカラムの文字を返します。
reference 引数にはセルあるいはセルのレンジを渡すことができます。reference 引数が省略された場合、デフォルト
の引数はCOLUMNLETTER ファンクションが置かれたセルの参照となります。

例題  

���������������������
�
������������������������
�
�������������������������文字



 COS 

COS ( value ) 

引数 型   説明
value  実数 余弦を求める角度

説明   

COS ファンクションはvalue 引数で渡した値が指定する角度の余弦(cos)を返します。ファンクションは数値データを
受け付け、数値データを返します。
value 引数には、余弦を取得したい実数(角度)を渡します。角度はラジアン単位で表現されている必要があります。角
度が度単位であった場合、ラジアンに変換するためにはPI/180をかけます。

例題  
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 COUNTA 

COUNTA ( value {, value2 , ... , valueN} ) 

引数 型   説明
value  実数, 配列 カウントしたいセルあるいはセルのレンジ

説明   

COUNTA ファンクションは、value 引数で指定されたセルのうち、空でないセルの数を数えます(つまり数値、テキス
ト、あるいは論理値を含むセル)。ファンクションはセル参照を受け付け、数値データを返します。
value 引数には、最大で255個までの個別のセルあるいは単一の値の配列を渡すことができます。

例題  

�����������������������
�
�������������



 EXP 

EXP ( value ) 

引数 型   説明
value  Number 評価する数値

説明   

EXP ファンクションは、value 引数で指定した値を指数として自然対数の底(e = 2.71828...) をべき乗した数値を返
します。このファンクションは数値データを受け取り、数値データを返します。
このファンクションはLN の逆関数であり、そのためEXP(LN(x)) はxを返します。

例題  
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 FALSE 

FALSE () 
このコマンドは引数を必要としません

説明   

FALSE ファンクションは論理値FALSE(0) を返します。

例題  
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 FINDCELL 

FINDCELL ( toFind , searchRange ) 

引数 型   説明
toFind  CellRef 探す値
searchRange  CellRef 検索するセル範囲

説明   

FINDCELL ファンクションは、searchRange 引数で指定されたレンジ内で、toFind 引数で指定された値を探し、そ
れが見つかったセルの参照を返します。この参照は表示することはできませんが、セル参照(CellRef) を引数として受
け取る他の4D View Pro ファンクションに渡すことができます。
toFind 引数は、検索する値を実際に格納しているセルへの参照を格納している必要があります。

例題  

C3のセルに10が格納されているとします:

����������������������������������中�値�実際�見����場合�����返�������以外�場合���
���返����



 FV 

FV ( i , n , m {, f} )  

引数 型   説明
i  Number 期間の利率
n  Number 期間の数
m  Number 複利の場合: 各期間の終わりの月々の支払い(負の値を使用) 

単利の場合: 空の引数を渡します(例題参照)
f  Number 単利の場合: 期間の終わりの最終的な値(負の値を使用)

説明   

FV ファンクションは、次の計算を行います:

複利を用いた場合の最終的な値の合計
あるいは、単利を用いた場合の最終的な値の合計

投資の間に得られた値を計算するためには、月々の支払いが期間の終わりに支払われる場合、m 引数を渡してf 引数を
省略します。計算のためのフォーミュラは以下のようになります: 

単利を用いた場合の最終的な値の合計を計算するためには、f 引数を渡して、m 引数のプレースホルダーには空の文字
列(,,)を渡します。計算のためのフォーミュラは以下のようになります: 

例題 1  

複利の場合: 35ヶ月間に渡って、月々€1,000 を口座に貯金し、利率が年利12% つく場合を考えます。
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例題 2  

単利の場合: 上記の例題と同じ場合を考えます。
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 IF 

IF ( valueTest , valueTrue , valueFalse ) 

引数 型   説明
valueTest  式 評価する値あるいは式
valueTrue  式 テストがの評価がTRUEだった場合に返される値
valueFalse  式 テストがの評価がFALSEあるいは0だった場合に返される値

説明   

IF ファンクションは評価を実行し、与えられた二つの値のうちの一つを評価の結果に基づいて返します。このファン
クションは数値(ブール)データを受け取り、あらゆるデータ型を返します。
valueTest 引数で指定した値が評価されます。数値データ型であるか、評価の結果が数値データである必要があり、こ
のときゼロでない値はTRUE を意味し、0 はFALSE を意味します。以下の比較演算子のどれか一つを使用することがで
きます:より大きい(>)、より小さい(<)、等しい(=)、等しくない(<>)。valueTest 引数の結果に応じて、以下のよう
に値を返します:

0 でない値(TRUE)場合、valueTrue 引数が返されます。
0 (FALSE)の場合、valueFalse 引数が返されます。

例題  

営業成績の値を格納しているB1を評価したい場合を考えます。
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 INDIRECT 

INDIRECT ( cell | cellRange ) 

引数 型   説明
cell | cellRange  CellRef セルへの参照、参照として定義された名前、あるいはセルまたはレンジへのテキスト文字列参照

説明   

INDIRECT ファンクションはcell 引数で指定したセルの中身を返します。cell 引数(必須)はセル参照であれば、$A$1
のような絶対参照や文字列を含めてどんなものでも可能です。INDIRECT ファンクションは、フォーミュラ自身を変
えることなく、フォーミュラ内でのセルへの参照を変更する際などに使用してください。
INDIRECT ファンクションは、セルのレンジに対する内部参照を返すこともできます(この参照は表示することはでき
ませんが、他の4D View Pro ファンクションに渡すことができます)。

例題  
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 ISBLANK 

ISBLANK ( value ) 

引数 型   説明
value  CellRef, 式, Number, テキスト 評価する値

説明   

ISBLANK ファンクションはセルの中身、数値、テキスト、何らかの式が空かどうかをテストします。このファンクシ
ョンは値が空のセル、あるいは空のデータを参照する場合にはTRUEを返します。
注: 空の文字列("")を格納しているセルも、空であると見なされます。

例題  
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 LEN 

LEN ( value ) 

引数 型   説明
value  テキスト, CellRef 文字列の長さをカウントしたいテキスト

説明   

LEN ファンクションはvalue 引数で指定された文字列内の文字数を返します。
value 引数には、長さを調べたいテキストを渡します。引数は文字列か、文字列の値のセルへの参照である必要があり
ます。
注: スペースも文字数として数えられます。

例題  
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 LN 

LN ( value ) 

引数 型   説明
value  Number 評価する0より大きい数値

説明   

LN ファンクションはvalue 引数で指定された値の自然対数を返します。このファンクションは数値データを受け付
け、数値データを返します。
value 引数には、正の数値(0 より大きい値)を渡します。
注: LN はEXP の逆関数であり、そのため、LN(EXP(x)) の結果はxとなります。

例題  
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 LOOKUP 

LOOKUP ( toFind , intervalToSearch , returnInterval ) 

引数 型   説明
toFind  CellRef, テキスト, Number, ブール 検索する値
intervalToSearch  CellRef 検索するセルのレンジ
returnInterval  CellRef 対応する値を検索するセルのレンジ

説明   

LOOKUP ファンクションは、toFind 引数で指定された値を引数で指定されたintervalToSearch セルのレンジ内で探
し、returnInterval 引数で指定したレンジで使用されている対応する値を返します。
toFind 引数は、検索する値を実際に格納しているセルへの参照を含んでいる必要があります。
intervalToSearch 引数で指定されたレンジは、昇順に並べ替えされている必要があります。LOOKUP はtoFind 引数
で設定した値と同じかそれより大きい最初の値を使用するからです。
toFind 引数の値が見つからない場合、toFind 引数より小さいか等しい値のうち、intervalToSearch 引数で指定したレ
ンジ内の最大の値が返されます。

例題  

A8セルに入っている"3"という値が検索する値です。B1:B6 が検索する範囲となります。C1:C6 が返される範囲とな
ります。B3 に検索している値が入っています。返される範囲に入っている対応する値はC3 のセルに入っていて、これ
は"697"なのでこれが返されます。



 MAX 

MAX ( value {, value2 , ... , valueN} ) 

引数 型   説明
value  実数, 配列 評価する数値あるいは数値の配列

説明   

MAX ファンクションはvalue 引数で渡された値の中から最大値を返します。ファンクションは数値データを受け付
け、数値データを返します。
value 引数には、評価する値を渡します。それぞれの引数は数値、あるいは数値の配列を渡すことができます。単一の
配列(セルのレンジ)あるいは複数の配列(セルのレンジ)を渡すことができます。
配列あるいは参照がテキスト、論理値、あるいは空のセルを含む場合、MAX はそれらの値を無視します。しかしなが
ら、ゼロ値のセルは計算に含まれます。

例題  
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 MID 

MID ( value , startFrom {, numChars} ) 

引数 型   説明
value  テキスト, CellRef, 式 抜粋したい文字列を含んでいるテキスト
startFrom  Number テキスト内から取得する最初の文字の位置を表す数値
numChars  Number 返す文字数

説明   

MID ファンクションはvalue 引数で指定した文字列の中から、startFrom 引数で指定した位置から指定した数だけの
文字を返します。value 引数にはテキストデータを受け付け、startFrom および numChars 引数は数値データを受け
付けます。返されるデータはテキストデータです。
value 引数には、抜粋したい文字を含んでいるテキスト文字列を渡します。文字列、文字列を返す式、文字列を格納し
ているセルへの参照を渡すことができます。
startFrom 引数には、テキストから抜粋したいテキストの最初の文字の位置を表す数値を渡します。テキスト内の最初
の文字を指定する値は1になります。整数値でない場合、数値は整数へと切り下げられます。数値、数値を返す式、あ
るいは数値を格納しているセルへの参照を渡すことができます。startFrom 引数の挙動は、次のような場合には変化し
ます:

value 引数の長さより大きい場合、空の文字列("")が返されます。
value 引数の長さよりは小さいが、startFrom + numChars の合計がvalue 引数の長さを超える場合、テキスト
の終わりまでの文字が返されます。

numChars 引数には、value 引数のテキストから取得した文字数を渡します。整数値でない値を渡した場合、数値は整
数へと切り下げられます。

例題  
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 MIN 

MIN ( value {, value2 , ... , valueN} ) 

引数 型   説明
value  実数, 配列 評価する数値あるいは数値の配列

説明   

MIN ファンクションは、value 引数の値の中から最も低い(最小の)値を返します。ファンクションは数値データを受け
付け、数値データを返します。
value 引数には、評価する値を渡します。それぞれの引数は数値、あるいは数値の配列(単一の配列(セルのレンジ)ある
いは複数の配列(セルのレンジ))を渡すことができます。
配列あるいは参照がテキスト、論理値、あるいは空のセルを含む場合、MIN はそれらの値を無視します。しかしなが
ら、ゼロ値のセルは計算に含まれます。

例題  
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 NOT 

NOT ( logicalValue ) 

引数 型   説明
logicalValue  ブール, Number, 式 評価する値

説明   

NOT ファンクションは引数の論理値を逆転させます。
logicalValue 引数にはブールか数値を渡すことができます。値が0の場合、ファンクションはTRUE を返します。値が0
以外の場合、ファンクションはFALSE を返します。

例題  
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 NOW 

NOW () 
このコマンドは引数を必要としません

説明   

NOW ファンクションはカレントの日付の時間を返します。これはDateTime オブジェクトを返します。 
このファンクションは、このファンクションを格納しているスプレッドシートあるいはセルが再計算された際に更新さ
れます。

例題  

今日が2018年1月8日の11:25:42だった場合:
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 NPER 

NPER ( i , m , p {, f} )  

引数 型   説明
i  Number 期間あたりの利率
m  Number 期間の終わりに払う月々の支払い(負の値を使用) 

取得した値:空の引数を渡します(例題参照)
p  Number ローンのカレントの値
f  Number 未来のローンの値(負の値を使用)

説明   

NPER ファンクションはローンを返済し終わるのに必要な期間の数を返します。2種類のフォーミュラを使用すること
ができます:

最初のフォーミュラは、月々の返済額が分かっている場合に使用します: 

二つ目のフォーミュラは、返済総額が分かっている場合に使用します: 

例題 1  

6,500 ユーロを年利10.5% で借り入れ、月々166.42 ユーロずつ返済する場合を考えます:
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例題 2  

3,000 ユーロを年利10.5% で借り入れ、月々の総支払い額が5,000 ユーロであると分かっている場合を考えます:
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 OR 

OR ( logicalValue {, logicalValue2 , ... , logicalValueN} ) 

引数 型   説明
logicalValue  ブール, 配列, 式 評価する値

説明   

OR ファンクションは全ての引数の評価がfalseであった場合にはFALSEを返します。少なくとも一つの引数がtrueであ
った場合にはTRUEを返します。
ファンクションはブール値、数値(0または1)、あるいは論理式(TRUE あるいはFALSE)を最大255個まで受け取ること
ができます。また値を個別に渡すのではなく、単一の配列を指定することもでき、この場合最大で255個までの配列を
指定することができます。logicalValue 引数を式として指定することもできます。

例題  
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 PI 

PI () 
このコマンドは引数を必要としません

説明   

PI ファンクションはPi (円周率)の値を3.1415926536として返します。



 PMT 

PMT ( i , n , p ) 

引数 型   説明
i  Number 期間に対する利率
n  Number 期間の数
p  Number ローンのカレントの値(負の値を使用)

説明   

PMT ファンクションは、月々のローン支払いの値を返します。
PMT のフォーミュラは、以下のようになります:

例題  

6,500 ユーロを借り入れ、10.5% の利率で48ヶ月かけて返済する場合を考えます:
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 PV 

PV ( i , n , m {, f} )  

引数 型   説明
i  Number 期間の利率
n  Number 期間の数
m  Number 複利の場合: 各期間の終わりの月々の支払い(負の値を使用) 

単利の場合: 空の引数を渡します(例題参照)
f  Number 単利の場合: 期間の終わりの最終的な値(負の値を使用)

説明   

PV ファンクションは、次の計算を行います:

複利を用いたカレントの値の合計
あるいは単利を用いたカレントの値の合計

複利を用いたカレントの値の合計を計算するためには、m 引数を渡して、f 引数を省略します。計算のためのフォーミ
ュラは以下のようになります: 

単利を用いたカレントの値の合計を計算するためには、f 引数を渡して、m 引数のプレースホルダーには空の文字列
(,,)を渡します。計算のためのフォーミュラは以下のようになります:: 

例題 1  

複利: 年利が12%(つまり月々1%)で、向こう5ヶ月に渡って月々€1,000 を支払うローンの場合を考えます。
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例題 2  

単利の場合: 年利が12%(つまり月々1%)で、向こう5ヶ月に渡って月々€1,000 を支払うローンの場合を考えます。
注: シンタックス内の、",," にカンマが二つある点に注意してください。
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 RAND 

RAND () 
このコマンドは引数を必要としません

説明   

RAND ファンクションは0と0.9999999....の間のランダムな数字を返します。

例題  
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 RATE 

RATE ( n , m , p {, f} )  

引数 型   説明
n  Number 期間の数
m  Number 期間の終わりに払う月々の支払い(負の値を使用) 

取得した値:空の引数を渡します(例題参照)
p  Number ローンのカレントの値
f  Number 未来のローンの値(負の値を使用)

説明   

RATE ファンクションは引数として渡された値から対応する利率を返します。二つのフォーミュラが使用可能です:

最初のフォーミュラは、期間の終わりに支払う月々の支払い額がわかっている場合に使用します。 

二つ目のフォーミュラは、取得した値が分かっている場合に使用します。 

例題 1  

3,000 ユーロを借り入れ、月々の支払いが向こう5ヶ月にわたって1,000 ユーロである場合を考えます:
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例題 2  

2,800 ユーロを借り入れ、月々の支払いが向こう5ヶ月にわたって6,000 ユーロである場合を考えます:

��������������������������



 ROUND 

ROUND ( value , places ) 

引数 型   説明
value  Number 丸める数字
places  Number 小数点位置の数

説明   

ROUND ファンクションはvalue 引数で指定された値を、places 引数で指定した小数点の位置を使用して丸め演算を
します。
value 引数を使用して丸めたい数値を指定します。任意の数値データ(あるいは数値データを格納するセル参照)を渡す
ことができます。
注: 丸め演算の向きは上向きと下向きとになる場合があります。
places 引数を使用して、丸めを行う桁の位置を指定します。places は以下のルールに従います:

places が正の値であるとき、数値は指定された桁数の小数の残すように丸められます。
places が0であるとき、数値は最も近い整数へと丸められます。
places が負の値であるとき、数値は小数点の左側へ指定された桁だけ移動されたところの最も近い0、00にまと
められます。

例題  
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 ROW 

ROW ( {reference} ) 

引数 型   説明
reference  CellRef セルあるいはセルのレンジ

説明   

ROW ファンクションは、reference 引数で指定した参照の行番号を返します。
reference 引数にはセルあるいはセルのレンジを渡すことができます。reference 引数が省略された場合、デフォルト
の引数は、ROW ファンクションが置かれたセルの参照になります。

例題  
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 SIN 

SIN ( value ) 

引数 型   説明
value  実数 正弦を求める角度

説明   

SIN ファンクションはvalue 引数で渡した値が指定する角度の正弦(sin)を返します。ファンクションは数値データを
受け付け、数値データを返します。
value 引数には、余弦を取得したい実数(角度)を渡します。ラジアン単位で表現されている必要があります。角度が度
単位であった場合、ラジアンに変換するためにはPI/180をかけます。

例題  
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 SQRT 

SQRT ( value ) 

引数 型   説明
value  Number 平方根を取得した0以上の数値

説明   

SQRT ファンクションはvalue 引数で指定された値の正の平方根を返します。
value 引数は0を含む正の数値である必要があります。そうでない場合、エラーが返されます。

例題  
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 STDEV.P 

STDEV.P ( value {, value2 , ... , valueN} ) 

引数 型   説明
value  Number, CellRef 評価する値

説明   

STDEV.P ファンクションは数値の母集団に対する標準偏差を返します。標準偏差とは平均(平均値)に対する値の分散
の度合いを表したものです。
value、 value2...、 引数には、母集団に対応する数値の引数を渡します。それぞれの引数には、セル、セルのレン
ジ、数値を渡すことができます。このファンクションは最大で255の引数を受け取ることができます。
注: データが母集団のサンプルでしかない場合、標準偏差を求めるにはSTDEV ファンクションを使用してください。
STDEV.P は"偏った"あるいは"n"メソッドを使用して計算されます。STDEV.P ファンクションは、以下のフォーミュ
ラを使用します:

例題  
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 SUBSTITUTE 

SUBSTITUTE ( str , toReplace , replacement {, instance} )  

引数 型   説明
str  CellRef 文字を置き換えたい文字列あるいはその文字列を格納しているセルへの参照
toReplace  テキスト 置き換えたい文字列
replacement  テキスト 既存の文字列を置き換える新しい文字列
instance  Number 既存の文字列のうちどのオカレンスを置き換えるかを指定(省略時は全てのオカレンスを置き換え)

説明   

SUBSTITUTE ファンクションはstr 引数で指定されたテキスト内にあるtoReplace 引数で指定した文字列を
replacement 引数の内容で置き換えて、編集されたテキストを返します。
デフォルトで、SUBSTITUTE は最初のtoReplace 引数を置き換えます。instance 引数を渡すことでどのオカレンス
を置き換えるかを定義することができます。
toReplace 引数で指定された内容が見つからない場合、SUBSTITUTE はstr 引数をそのまま返します。

例題  
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 SUM 

SUM ( value {, value2 , ... , valueN} ) 

引数 型   説明
value  Number, CellRef 総和をとる数値

説明   

SUM ファンクションはセルあるいはセルのレンジの総和を返します。
引数には、評価する値を渡します。各引数には数値、あるいは数値の配列を渡すことができます(単一の配列(セルのレ
ンジ)あるいは複数の配列(セルのレンジ))。
注: + 演算子を使用すると、定数によって渡された数値でない値と、参照によって渡された数値でない値の自動変換が
行われます。SUM ファンクションでは定数によって渡された数値でない値に対しては自動変換を提供しますが、参照
として渡された数値でない値に関しては無視します。

例題  
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 TAN 

TAN ( value ) 

引数 型   説明
value  実数 正接を求める角度

説明   

TAN ファンクションは、value 引数で指定された角度の正接(tan) を返します。このファンクションは数値データを受
け付け、数値データを返します。
value 引数には、正接を取得したい実数(角度)を渡します。角度はラジアンで表現されている必要があります。角度が
度単位であった場合、ラジアンに変換するためにはPI/180 をかけます。

例題  
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 TEXT 

TEXT ( value , format ) 

引数 型   説明
value  Number, CellRef テキストにフォーマットする数値
format  テキスト 値に適用するフォーマット

説明   

TEXT ファンクションはformat 引数で指定したフォーマットに則ったvalue 引数の数字で作成された文字列を返しま
す。
value 引数には数値のデータあるいは数値データを含むせるへの参照を渡し、format 引数にはテキストの引数を渡し
ます。

例題  
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 TODAY 

TODAY () 
このコマンドは引数を必要としません

説明   

TODAY ファンクションはカレントの日時の、日付と時間を返します。これはDateTime オブジェクトを返します。 
このファンクションは、このファンクションを格納しているスプレッドシートあるいはセルが再計算された際に更新さ
れます。

例題  

カレントの日付が2018年1月8日の月曜日だった場合:
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 TRUE 

TRUE () 
このコマンドは引数を必要としません

説明   

TRUE ファンクションは論理値のTRUE(1)を返します。

例題  
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 TYPE 

TYPE ( value ) 

引数 型   説明
value  評価する値

説明   

TYPE ファンクションは、value 引数で指定した値の型を数値で返します。
返される値は以下の通りです:
値の型 返される数値
数値 1
日付/時間オブジェクト 1
TimeSpanオブジェクト 1
テキスト 2
ブール 4
エラー 16
配列 64

このTYPE ファンクションは、例えば特定のセルに格納される値の型によって他のファンクションの実行が変化する場
合などに使用します。TYPE ファンクションは異なる型のデータを受け取るファンクションを呼び出す際に特に有用で
す。

例題  
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 VAR.P 

VAR.P ( value {, value2 , ... , valueN} ) 

引数 型   説明
value  Number, 配列 分散を取得する値

説明   

VAR.P ファンクションは、数値を使用する母集団全体に基づいた分散を返します。
value 引数には、評価する値を渡します。各引数には数値か、あるいは数字の配列(単一の配列(セルのレンジ)あるいは
複数の配列(セルのレンジ))を渡すことができます。
注: このファンクションは渡された引数が母集団全体だとみなします。渡すデータが母集団のサンプルのみの場合、偏
差を計算するにはVAR.S ファンクションを使用してください。

例題  
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 4D View Pro コマンドについて  

 

4D View Pro スプレッドシート機能はビルトインの4Dコンポーネントです。つまり、4D ViewPro の要素は、データ
ベースエクスプローラーにおいて、メソッドページのコンポーネントメソッド内に表示されます:

この項目を展開すると、すべてのコンポーネントコマンドを見ることができます。これらのコマンドは、ほかの4Dラン
ゲージコマンドと同様に4Dメソッドエディターにて使用することができます。



 4D View Pro エリアの操作  

アーキテクチャー  

フォーム内に設置した4D View Pro エリアには、操作対象となる次の要素があります:

4D View Pro フォームエリア (4Dフォームオブジェクト): 4D View Pro オブジェクトを格納して表示します。
このエリアはオブジェクト名によって定義されます (プロパティリストの "オブジェクト名" プロパティ)。
4D View Pro オブジェクト (C̲OBJECT 型の変数または式): スプレッドシートの中身を格納します (後述参
照)。4D View Pro オブジェクトを4D View Proフォームエリアに関連づけるには、プロパティリストの "変数あ
るいは式" プロパティを使います。
4D View Pro ドキュメント (.4vp ドキュメント): スプレッドシートの中身を JSON形式で保存します。

4D View Pro オブジェクトをフォームエリア内に読み込むと、その処理完了時に On VP Ready フォームイベントが
4Dによって生成されます。エラーを避けるため、このエリアを対象とした 4D View Proコードは、On VP Readyイベ
ント内で実行する必要があります。

4D View Pro オブジェクト  

4D View Pro オブジェクトはドキュメントを表現し、4D View Proコマンドによって管理されます。4D View Pro オ
ブジェクトは次のプロパティを持ちます:

プロパティ 値の型 説明
version Longint コンポーネントの内部バージョン
dateCreation Timestamp 作成日
dateModified Timestamp 最終更新日
meta Object 4Dデベロッパー専用の任意コンテンツ
spreadJS Object 4D View Proコンポーネント専用

file:///4Dv17/4D/17/C-OBJECT.301-3730843.ja.html


 On VP Ready フォームイベント  

 

4D View Pro エリアを初期化するためのコード (値の読み込みなど) は当該エリアの On VP Ready フォームイベント
内に書く必要があります。この Form event はエリアの読み込みが完了したときに生成されるため、有効なコンテキ
スト内でコードを実行するには、同イベントの利用が確実です。On VP Ready フォームイベントが生成される前に 4D
View Proコマンドを呼び出してしまうと、エラーが返されます。
注: 4D View Pro エリアは非同期的に4Dフォーム上に読み込まれます。したがって、標準の On load フォームイベン
トは4D View Proエリアの読み込み完了を保証せず、4D View Proの初期化コードに利用することはできません。On
VP Ready は常に On load の後に生成されます。
4D View Pro エリアに初期化コードを挿入するには:

1. 4D View Pro エリアのプロパティリストにて On VP Ready イベントをチェックします: 

2. 4D View Pro エリア用の初期化コードを On VP Ready イベント内に書きます: 

  ����������������������������
 ��������
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       ��� ���初期化����
 ��������
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 VP Convert from 4D View 

VP Convert from 4D View ( 4DViewDocument ) ‒> 戻り値 

引数 型   説明
4DViewDocument  BLOB 4D View ドキュメント
戻り値  Object 4D View Pro オブジェクト

説明   

VP Convert from 4D View コマンドを使用すると、旧式の4D View ドキュメントを4D View Pro オブジェクトへ
と変換することができます。
注: このコマンドは、ご使用の環境に旧式の4D View プラグインがインストールされていなくても使用可能です。
4DViewDocument 引数には変換する4D Viewドキュメントを格納するBLOB変数やフィールドを渡します。コマンド
は、4D View ドキュメントに元々保存されていた全ての情報を4D View Pro 属性へと変換したobject を返します。
4D View ドキュメントのほとんぞの情報は直接変換されます。サポートされていないプロパティ、あるいは変換の際に
修正する必要があるプロパティについては、4D View ドキュメントの変換 のページに一覧があります。

例題  

BLOB に保存されている4D View エリアから4D View Pro オブジェクトを取得したい場合を考えます:

 �����������������
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 VP EXPORT DOCUMENT 

VP EXPORT DOCUMENT ( vpAreaName ; filePath ) 

引数 型   説明
vpAreaName  テキスト 4D View Pro エリアフォームオブジェクト名
filePath  テキスト ドキュメントのパス名

説明   

VP EXPORT DOCUMENT コマンドは、vpAreaName で指定した 4D View Pro エリアに関連付けられている 4D
View Pro オブジェクトを、filePath どおりにディスク上のドキュメントに書き出します。
vpAreaName には 4Dフォーム上に設置されたエリアのオブジェクト名プロパティを渡します。オブジェクト名が無効
な場合にはエラーが返されます。 
filePath には書き出すドキュメントのパスおよびファイル名を渡します。ドキュメント名のみを指定した場合、ドキュ
メントは4Dのストラクチャーファイルと同じ階層に保存されます。
filePath に拡張子を渡さなかった場合、自動的に 4D View Pro ドキュメントの拡張子 ".4vp" がドキュメント名に追加
されます。

例題  

"VPArea"の中身をディスク上の 4D View Pro ドキュメントに書き出します:
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 VP Export to object 

VP Export to object ( vpAreaName ) ‒> 戻り値 

引数 型   説明
vpAreaName  テキスト 4D View Pro エリアフォームオブジェクト名
戻り値  Object 4D View Pro オブジェクト

説明   

VP Export to object コマンドは、vpAreaName で指定した 4D View Pro エリアに関連付けられている 4D View
Pro オブジェクトを返します。このコマンドによって、たとえば 4D View Pro エリアを 4D データベースのオブジェ
クトフィールドに保存することができます。
vpAreaName には 4Dフォーム上に設置されたエリアのオブジェクト名プロパティを渡します。オブジェクト名が無効
な場合にはエラーが返されます。
4D View Pro オブジェクトについての詳細は 4D View Pro オブジェクト を参照ください。

例題  

4D View Pro エリアの "version" プロパティを取得します:

 ���������������������
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 VP IMPORT DOCUMENT 

VP IMPORT DOCUMENT ( vpAreaName ; filePath ) 

引数 型   説明
vpAreaName  テキスト 4D View Pro エリアフォームオブジェクト名
filePath  テキスト ドキュメントのパス名

説明   

VP IMPORT DOCUMENT コマンドは、vpAreaName に指定した 4D View Pro エリアに、filePathの4D View Pro
ドキュメントを読み込んで表示させます。エリア内に挿入されていたデータがあれば、それらは読み込んだドキュメン
トによって置換されます。
vpAreaName には 4Dフォーム上に設置されたエリアのオブジェクト名プロパティを渡します。オブジェクト名が無効
な場合にはエラーが返されます。 
filePath には読み込むドキュメントのパスおよびファイル名を渡します。このコマンドで読み込むことができるのは
4D View Pro ドキュメント (拡張子 ".4vp") に限ります。ドキュメントがデータベースのストラクチャーファイルと同
じ階層にある場合にはファイル名だけで指定することが可能ですが、それ以外の場合にはフルパスを指定する必要があ
ります。
filePath 引数が無効だった場合や、対象ファイルが存在しなかったり、壊れたりしている場合には、エラーが返されま
す。

例題  

フォームが開かれたときに、ディスク上に保存されているデフォルトの 4D View Pro ドキュメントを読み込みます:
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 VP IMPORT FROM OBJECT 

VP IMPORT FROM OBJECT ( vpAreaName ; viewPro ) 

引数 型   説明
vpAreaName  テキスト 4D View Pro エリアフォームオブジェクト名
viewPro  Object 4D View Pro オブジェクト

説明   

VP IMPORT FROM OBJECT コマンドは、vpAreaName に指定した 4D View Pro エリアに、viewPro の 4D View
Pro オブジェクトを読み込んで表示させます。エリア内に挿入されていたデータがあれば、それらは読み込んだオブジ
ェクトのデータで置換されます。
vpAreaName には 4Dフォーム上に設置されたエリアのオブジェクト名プロパティを渡します。オブジェクト名が無効
な場合にはエラーが返されます。
viewPro には有効な 4D View Pro オブジェクトを渡します。このオブジェクトは手動で作成するほか、VP Export
to object を使って取得することができます。4D View Pro オブジェクトについての詳細は 4D View Pro オブジェ
クト を参照ください。
viewPro オブジェクトが無効な場合には、エラーが返されます。

例題  

オブジェクトフィールドに保存してあるスプレッドシートを読み込みます:
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 VP NEW DOCUMENT 

VP NEW DOCUMENT ( vpAreaName ) 

引数 型   説明
vpAreaName  テキスト 4D View Pro エリアフォームオブジェクト名

説明   

VP NEW DOCUMENT コマンドは、vpAreaName に指定した 4D View Pro エリアに、新規のデフォルトドキュメン
トを読み込んで表示させます。エリア内に挿入されていたデータがあれば、それらは新規の空ドキュメントによって置
換されます。
vpAreaName には 4Dフォーム上に設置されたエリアのオブジェクト名プロパティを渡します。オブジェクト名が無効
な場合にはエラーが返されます。

例題  

"myVPArea" フォームオブジェクトに空ドキュメントを表示します:

 ���������������������������

4D View Pro リファレンス ‒ コマンドリスト (文字順)

 PV
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